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抗がん剤薬効評価の前臨床 in vivo モデルとしては、ヒト培養がん細胞株を免疫不全マウ

スに移植する Cell line-derived xenograft (CDX)モデルが従来用いられてきた。しかしな

がら、欧米人由来の既存の汎用膵がん培養細胞株の CDX モデルの組織像は、間質との相互作

用によるがん微小環境が欠落してしまった均一なものが多い。当センターの FIOC では、が

ん患者腹水の初代培養細胞株を多数樹立しており、これらを用いた CDX モデルの有用性評

価のため、マウス皮下での造腫瘍性と組織像を調べた。45 株を SCID beige マウスの皮下に

移植したところ、39株で腫瘍が形成され、線維芽細胞を主体とする間質が介在する高分化・

中分化型腺がんが半数以上を占め、多彩な組織像を呈した。また、手術検体由来の Patient-

derived xenograft (PDX)組織から培養細胞株を樹立し、PDX と同様の組織像を呈する CDX

モデルも開発している。これらはハイスループットなスクリーニングと微小環境の存在下

での薬効評価が可能な治療薬開発の強力なツールとして期待される。 
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